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7.7億円の派予算等議案18件上程

妙⼼寺派定宗開幕

 臨済宗妙⼼寺派の第⼋⼗七次定期宗議会が⼆⼗⼀⽇、⼤本⼭妙⼼寺に招集された。会期は⼆⼗四⽇までの四⽇
間。総額七億七千百七⼗⼀万円からなる平成七年度通常会計予算案、兵庫県南部地震義援⾦を内容とする同六年度
同補正予算案や花園流無相教会規定の設置を初めとする宗制改訂案など議案⼗⼋件、承認案九件を上程、任期満了
に伴う正副議⻑選挙では議⻑に上野真譲⽇輪寺住職、副議⻑に⼟屋実全⽟⽥寺住職を選んだ。

 正副議⻑選挙は初⽇、開会式に先⽴って実施され、⻑⽥宗■議⻑の後任に九州⻄教区選出の上野議員、遠藤⽞昌副
議⻑の後任に京都両丹教区選出の⼟屋議員が選出された。引き続き、松⼭寛恵管⻑の臨席を仰いで開会式を挙⾏。
通例の開会諷経のあと、特に⼤悲咒⼀巻を読経し、兵庫県南部地震被災物故者を追悼した。
 上野新議⻑のもと、各常任委員を指名選出。このうち、予算委員会では鈴⽊隆道⿓泉寺住職（岐⾩東)､決算委員
会では林冏成寶珠寺住職（愛知⻄)､特別委員会では釋紹典安寧寺住職（静岡⻄)､運営委員会では川本昭道臨川寺住職
（兵庫）がそれぞれ委員⻑に選ばれた。
 このあと、⼩倉宗徳宗務総⻑が施政⽅針演説を⾏ない、宗政全般の現況と当⾯する課題について所信を述べ、第
⼀⽇の本会議⽇程を終了。翌⼆⼗⼆⽇、総⻑の施政⽅針演説に対する通告質問が⾏なわれたのに続き、議案、承認
案が上程された。
 平成七年度予算は対前年度予算⽐五億⼆千五百五⼗⼋万⼆千六百六⼗⼀円の⼤幅な減少となっているが、これは
前年度⼆億六千万円の建設費が計上されていた花園禅塾が昨年竣⼯したこと、⼋千九百五⼗万円の予算で昨年、沖
縄慰霊法要が実施されたことによる影響が最も⼤きい。また、遠諱厳修に伴い定期巡教や管⻑親化、花園会の⼀部
研修が休⽌されることも予算⾯に反映している。
 平成六年度通常会計補正予算案は兵庫県南部地震義援⾦の収⼊、⽀出を予算化したもので、総額⼆千五百万円。
さらに平成七年度予算案では百万円が計上されている。
 上程議案、承認案は以下の通り。
 （議案）１平成七年度妙⼼寺派通常会計予算案２平成六年度同補正予算案３平成七年度特別会計花園会無相教会
予算案４平成六年度同補正予算案５平成七年度特別会計収益事業予算案６平成六年度同補正予算案７妙⼼寺派宗務
本所規程中変更規程案８妙⼼寺派僧侶規程中変更規程案９妙⼼寺派住職規程中変更規程案10妙⼼寺派法階規定中変
更規定案11妙⼼寺派慶弔及び慰問規程中変更規程案12妙⼼寺派財務規程中変更規程案13妙⼼寺派花園会規程中変更
規程案14妙⼼寺派花園会規程中、第四章無相教会を廃⽌し、妙⼼寺派花園流無相教会規程を設置する件15妙⼼寺派
花園流無相教会規程設置規程案16妙⼼寺派宗務所規程中変更規程案17妙⼼寺派宗務⽀所規程中変更規程案18⾦銭信
託銀⾏指定の件
 （承認案）１平成七年度妙⼼寺予算案２平成六年度同補正予算案３平成七年度⼤本⼭妙⼼寺微笑会予算案４平成
六年度同補正予算案５平成七年度妙⼼寺派共済会予算案６平成七年度妙⼼寺派寺院建物共済組合予算案７宗務⽀所
⻑任期満了⽇、⼗⽉⼆⼗⽇を⼗⼀⽉三⼗⽇まで延期する件８駐⾞場増設に伴い台番九四〇番⻑興院との⼟地交換の
件９花園⾼等学校⾃転⾞置場⽤、⼟地賃借契約更新の件
 （報告）１無住寺院⼆ヶ寺兼務住職申請の為宗費減免する件
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